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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１相から４相（１相，２相，３相，及び４相）を有する４線式ヘリカルアンテナの各相
とそれぞれ接続して、１相から４相の入力信号をそれぞれ受け付ける入力端と、
　前記入力端から前記１相の入力信号と前記２相の入力信号とを受けて、前記１相の入力
信号と前記２相の入力信号とをそれぞれ交互に同相に成る組み合わせで９０度又は－９０
度で移相した後に合成して、第１の左旋円偏波と第１の右旋円偏波とを出力する第１の移
相分離混合器と、
　前記入力端から前記３相の入力信号と前記４相の入力信号とを受けて、前記３相の入力
信号と前記４相の入力信号とをそれぞれ交互に同相に成る組み合わせで９０度又は－９０
度で移相した後に合成して、第２の左旋円偏波と第２の右旋円偏波とを出力する第２の移
相分離混合器と、
　前記第１の左旋円偏波と前記第２の左旋円偏波を受け付けて、前記第１の左旋円偏波ま
たは前記第２の左旋円偏波の一方を他方に逆相に成る組み合わせで１８０度又は－１８０
度で移相した後に合成して、合成左旋円偏波を出力する第１の移相混合器と、
　前記第１の右旋円偏波と前記第２の右旋円偏波を受け付けて、前記第１の右旋円偏波ま
たは前記第２の右旋円偏波の一方を他方に同相に成る組み合わせで１８０度又は－１８０
度で移相した後に合成して、合成右旋円偏波を出力する第２の移相混合器と、
　前記合成左旋円偏波及び前記合成右旋円偏波の一方を受け付けて、予め制御端子から受
け付けた移相量で調整して、調整した円偏波を出力する可変移相器と、
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　前記調整した円偏波と、前記合成左旋円偏波及び前記合成右旋円偏波の他方とを出力す
る出力端と
を有することを特徴とする分合波器。
【請求項２】
　前記調整した円偏波と、前記合成左旋円偏波及び前記合成右旋円偏波の他方とを合成す
る合波器を更に含むことを特徴とする請求項１に記載の分合波器。
【請求項３】
　前記第１の移相分離混合器および前記第２の移相分離混合器の各々はハイブリッドから
成ることを特徴とする請求項１又は２に記載の分合波器。
【請求項４】
　前記第１の移相混合器および前記第２の移相混合器の各々は、コンバイナーから成るこ
とを特徴とする請求項１又は２に記載の分合波器。
【請求項５】
　請求項１ないし４の何れか一項に記載の分合波器と、前記分合波器の入力端に接続する
４線式ヘリカルアンテナとを含むアンテナ装置。
【請求項６】
　１相から４相（１相，２相，３相，及び４相）を有する４線式ヘリカルアンテナの各相
とそれぞれ接続した入力端から１相から４相の入力信号をそれぞれ受け付け、
　前記入力端から前記１相の入力信号と前記２相の入力信号とを受けて、前記１相の入力
信号と前記２相の入力信号とをそれぞれ交互に同相に成る組み合わせで９０度又は－９０
度で移相した後に合成して、第１の左旋円偏波と第１の右旋円偏波とを出力し、
　前記入力端から前記３相の入力信号と前記４相の入力信号とを受けて、前記３相の入力
信号と前記４相の入力信号とをそれぞれ交互に同相に成る組み合わせで９０度又は－９０
度で移相した後に合成して、第２の左旋円偏波と第２の右旋円偏波とを出力し、
　前記第１の左旋円偏波と前記第２の左旋円偏波を受け付けて、前記第１の左旋円偏波ま
たは前記第２の左旋円偏波の一方を他方に逆相に成る組み合わせで１８０度又は－１８０
度で移相した後に合成して、合成左旋円偏波を出力し、
　前記第１の右旋円偏波と前記第２の右旋円偏波を受け付けて、前記第１の右旋円偏波ま
たは前記第２の右旋円偏波の一方を他方に同相に成る組み合わせで１８０度又は－１８０
度で移相した後に合成して、合成右旋円偏波を出力し、
　前記合成左旋円偏波及び前記合成右旋円偏波の一方を受け付けて、予め制御端子から受
け付けた移相量で調整して、調整した円偏波を出力し、
　前記調整した円偏波と、前記合成左旋円偏波及び前記合成右旋円偏波の他方を出力端か
らそれぞれ出力する
分合波器によるフェージング消去方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、４線式ヘリカルアンテナを入力／出力アンテナとして用いる分合波器、アン
テナ装置およびフェージング消去方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アンテナの一つの種別に４線式ヘリカルアンテナ（Quadrifilar helix antenna）があ
る。４線式ヘリカルアンテナは、４相ヘリカルアンテナや４線巻きヘリカルアンテナなど
とも呼ぶことがある。
【０００３】
　４線式ヘリカルアンテナは、例えば特許文献１、２に記載されている。
【０００４】
　特許文献１は、４線式ヘリカルアンテナ装置を開示している。この特許文献１の４線式
ヘリカルアンテナ装置は、各ヘリカルアンテナ素子に非接触給電する構造を有する。また
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、特許文献１は、９０°ハイブリッド、１８０°ハイブリッドを記載している。ハイブリ
ッドは、移相器や混合器、結合器、合波器と呼ばれたり、ハイブリッド移相器、ハイブリ
ッド混合器、ハイブリッド結合器などと呼ばれることもある。
【０００５】
　特許文献２も、４線式ヘリカルアンテナ装置を開示している。この特許文献２の４線式
ヘリカルアンテナ装置は、円偏波対応モードである第１のモードと、直接偏波対応モード
である第２のモードを、各系統のスイッチで切替える構造を具備している。この４線式ヘ
リカルアンテナ装置は、各系統のスイッチで第１のモードから第２のモードに切り替える
ことで、各ヘリカルアンテナ素子に遅延線をそれぞれ接続してモード変更する。
【０００６】
　また、関連する技術は、特許文献３、４にも記載されている。
【０００７】
　特許文献３は、海面によるマルチパスに対する単体アンテナのフェージング消去方法を
開示している。この特許文献３は、海面で生じるマルチパスの特性を踏まえた分合波器を
開示している。また、特許文献３は、移相量を調整可能な移相器（可変移相器）と、減衰
度を調整可能な減衰器（可変減衰器）とを記載している。また、特許文献３は、１８０°
の移相を行った後に合成する移相器と合成器（混合器）の組み合わせ回路（１８０°コン
バイナー相当）を記載している。この方式では、ハイブリッド結合器で、アンテナ波を円
偏波正旋直接波（１）と円偏波正旋反射波（２）とが合波している信号波と円偏波逆旋反
射波（３）とに分離する。次に、減衰器及び移相器で、円偏波逆旋反射波（３）を円偏波
正旋反射波（２）の逆位相及び同振幅に調整する。最後に、合成器で、円偏波正旋直接波
（１）と円偏波正旋反射波（２）とが合波している信号波と、偏波逆旋反射波（３）を調
整した信号波とを合波する。その結果、理想的には海面で生じる反射波を消去でき、円偏
波正旋直接波（１）のみが得られることとなる。なお、本方式は、４線式ヘリカルアンテ
ナ装置に対するフェージング対策ではない。また、地上面などで生じるフェージング対策
ではない。
【０００８】
　特許文献４も、分合波器を開示している。この特許文献４では、分合波器は、１つの移
相器（可変移相器）と、４ビーム切替スイッチと、１つの合成分配器とから成る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】国際公開第０１／００１５１８号
【特許文献２】特開２００７－１７３９３２号公報
【特許文献３】特公平０１－００４７０３号公報
【特許文献４】特許第２５０８５９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　実環境で４線式ヘリカルアンテナを扱う上で、４線式ヘリカルアンテナ装置の出力信号
は、地上表面などの反射波（マルチパス）の影響を受ける。このため、既存の４線式ヘリ
カルアンテナ装置では、実環境で安定した受信状態を簡易に実現するための調整が困難で
ある。例えば、衛星から送信される信号は地上で微弱な電波となっており、４線式ヘリカ
ルアンテナ装置で何をどのように調整すれば地表面反射波のフェージング対策となるか明
確ではない。
【００１１】
　上記特許文献１、２、４では、マルチパスによるフェージング対策は開示されていない
。また、特許文献３は、４線式ヘリカルアンテナ装置に対するフェージング対策を開示し
ていない。また、海面以外で生じるフェージング対策について開示されていない。
【００１２】
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　換言すれば、上記特許文献１～４では、４線式ヘリカルアンテナ装置のフェージング対
策を何れも提供していない。
【００１３】
　実環境では、人工衛星からの微弱受信信号が地表面によるマルチパス信号の影響を強く
受けた際に、４線式ヘリカルアンテナ装置内で主信号レベルが有意に弱くなる場合もある
。
【００１４】
　そこで、発明者は、４線式ヘリカルアンテナを用いたアンテナ装置部分においてマルチ
パスによる信号劣化を軽減することに有益な分合波器を検討した。
【００１５】
　本発明は、上記背景のもとで成されており、マルチパスの影響を軽減する４線式ヘリカ
ルアンテナに接続する分合波器、４線式ヘリカルアンテナのアンテナ装置を提供する。
【００１６】
　また、本発明は、４線式ヘリカルアンテナのフェージング消去方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明の一実施形態に係る分合波器は、１相から４相（１相，２相，３相，及び４相）
を有する４線式ヘリカルアンテナの各相とそれぞれ接続して、１相から４相の入力信号を
それぞれ受け付ける入力端と、前記入力端から前記１相の入力信号と前記２相の入力信号
とを受けて、前記１相の入力信号と前記２相の入力信号とをそれぞれ交互に同相に成る組
み合わせで９０度又は－９０度で移相した後に合成して、第１の左旋円偏波と第１の右旋
円偏波とを出力する第１の移相分離混合器と、前記入力端から前記３相の入力信号と前記
４相の入力信号とを受けて、前記３相の入力信号と前記４相の入力信号とをそれぞれ交互
に同相に成る組み合わせで９０度又は－９０度で移相した後に合成して、第２の左旋円偏
波と第２の右旋円偏波とを出力する第２の移相分離混合器と、前記第１の左旋円偏波と前
記第２の左旋円偏波を受け付けて、前記第１の左旋円偏波または前記第２の左旋円偏波の
一方を他方に逆相に成る組み合わせで１８０度又は－１８０度で移相した後に合成して、
合成左旋円偏波を出力する第１の移相混合器と、前記第１の右旋円偏波と前記第２の右旋
円偏波を受け付けて、前記第１の右旋円偏波または前記第２の右旋円偏波の一方を他方に
同相に成る組み合わせで１８０度又は－１８０度で移相した後に合成して、合成右旋円偏
波を出力する第２の移相混合器と、前記合成左旋円偏波及び前記合成右旋円偏波の一方を
受け付けて、予め制御端子から受け付けた移相量で調整して、調整した円偏波を出力する
可変移相器と、前記調整した円偏波と、前記合成左旋円偏波及び前記合成右旋円偏波の他
方とを出力する出力端とを有することを特徴とする。
【００１８】
　本発明の一実施形態に係るアンテナ装置は、上記分合波器と、この分合波器の入力端に
接続する４線式ヘリカルアンテナとを含む。
【００１９】
　本発明の一実施形態に係る分合波器によるフェージング消去方法は、１相から４相（１
相，２相，３相，及び４相）を有する４線式ヘリカルアンテナの各相とそれぞれ接続した
入力端から１相から４相の入力信号をそれぞれ受け付け、前記入力端から前記１相の入力
信号と前記２相の入力信号とを受けて、前記１相の入力信号と前記２相の入力信号とをそ
れぞれ交互に同相に成る組み合わせで９０度又は－９０度で移相した後に合成して、第１
の左旋円偏波と第１の右旋円偏波とを出力し、前記入力端から前記３相の入力信号と前記
４相の入力信号とを受けて、前記３相の入力信号と前記４相の入力信号とをそれぞれ交互
に同相に成る組み合わせで９０度又は－９０度で移相した後に合成して、第２の左旋円偏
波と第２の右旋円偏波とを出力し、前記第１の左旋円偏波と前記第２の左旋円偏波を受け
付けて、前記第１の左旋円偏波または前記第２の左旋円偏波の一方を他方に逆相に成る組
み合わせで１８０度又は－１８０度で移相した後に合成して、合成左旋円偏波を出力し、
前記第１の右旋円偏波と前記第２の右旋円偏波を受け付けて、前記第１の右旋円偏波また



(5) JP 6455694 B2 2019.1.23

10

20

30

40

50

は前記第２の右旋円偏波の一方を他方に同相に成る組み合わせで１８０度又は－１８０度
で移相した後に合成して、合成右旋円偏波を出力し、前記合成左旋円偏波及び前記合成右
旋円偏波の一方を受け付けて、予め制御端子から受け付けた移相量で調整して、調整した
円偏波を出力し、前記調整した円偏波と、前記合成左旋円偏波及び前記合成右旋円偏波の
他方を出力端からそれぞれ出力することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、マルチパスの影響を軽減する４線式ヘリカルアンテナに接続する分合
波器、４線式ヘリカルアンテナのアンテナ装置を提供できる。
【００２１】
　同じく、本発明によれば、４線式ヘリカルアンテナのフェージング消去方法を提供でき
る。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第１の実施形態の分合波器を示す機能ブロック図である。
【図２】第１の実施形態の４線式ヘリカルアンテナ装置３の配置例を示す概略図である。
【図３】４線式ヘリカルアンテナ２に到達する信号波の位相差を説明する説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明の実施形態を図１ないし図３を参照しながら説明する。
【００２４】
　説明上、本実施形態では、地上に設置された４線式ヘリカルアンテナ装置で衛星信号を
受け付けることを前提にする。
【００２５】
　一般に、地上面で反射されるマルチパスには、主旋円偏波成分の移相が変位して、直接
波（主旋円偏波）に対して逆旋円偏波成分が生じることがある。
【００２６】
　また、４線式ヘリカルアンテナ装置の後段要素（信号合成部（合波器）や、増幅器、復
調器、デジタル信号プロセッサ、情報処理部など）の詳細な説明は省略する。４線式ヘリ
カルアンテナ装置の後段要素では、所望のアナログ信号処理、デジタル信号処理、情報処
理などを適宜行えばよい。また、後段要素で、更なるフェージング対策を行うこととして
もよい。
【００２７】
　図１は、第１の実施形態の分合波器１を示す機能ブロック図である。図２は、分合波器
１を含む４線式ヘリカルアンテナ装置３の一例を示す概略図である。なお、図示するよう
に、分合波器１と４線式ヘリカルアンテナ２は、４線式ヘリカルアンテナ装置３を形成す
る。また、４線式ヘリカルアンテナ２の形状は一例であり、図示した棒状に４つのアンテ
ナエレメントを巻き付けた形状以外の４線式ヘリカルアンテナであってもよい。図中のRH
CPは、RHCP（Right Hand Circular Polarization, 右旋円偏波）信号を示すし、LHCPは、
LHCP（Left Hand Circular Polarization, 左旋円偏波）信号を示す。
【００２８】
　本実施形態の分合波器１は、入力端１０、第１の移相分離混合器２０、第２の移相分離
混合器３０、第１の移相混合器４０、第２の移相混合器５０、可変移相器６０、出力端７
０を用いて構成されている。
【００２９】
　４線式ヘリカルアンテナ２は、９０°ずつ位相差を持った１相から４相の系統を有して
、各々の系統がアイソレーションされている。各系統のアンテナ信号波（１相から４相の
各受信波）は、分合波器１の入力端１０にそれぞれ接続される。
【００３０】
　４線式ヘリカルアンテナ装置３は、分合波器１と４線式ヘリカルアンテナ２の組み合わ
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せである。
【００３１】
　入力端１０は、各系統のエレメントと接続して、１相から４相の入力信号（各受信波）
をそれぞれ受け付ける。この入力端１０に流入する信号波には、主旋円偏波及び逆旋円偏
波成分が含まれる。例えば主旋円偏波が右旋波であれば、逆旋円偏波成分である左旋波も
入力端に流入する信号波に現実には混在する。本実施形態では、主旋円偏波が右旋円偏波
である構成を説明する。主旋円偏波が左旋円偏波である構成は、適宜右と左を入れ替えれ
ばよい。
【００３２】
　本実施形態の第１の移相分離混合器２０は、９０°ハイブリッド（図中HYB）で構成さ
れている。第１の移相分離混合器２０は、入力端１０から１相と２相の入力信号を受けて
、各々の入力信号の右旋円偏波（主旋円偏波）と左旋円偏波（逆旋円偏波）とをそれぞれ
交互に同相に成る組み合わせで９０°で移相し合成する。第１の移相分離混合器２０は、
合成した信号波を第１の右旋円偏波として出力する。移相する位相量は、９０°に変えて
－９０°で移相した後に合成するようにしてもよい。
【００３３】
　本実施形態の第２の移相分離混合器３０は、９０°ハイブリッド（図中HYB）で構成さ
れている。第２の移相分離混合器３０は、入力端１０から３相と４相の入力信号を受けて
、各々の入力信号の右旋円偏波（主旋円偏波）と左旋円偏波（逆旋円偏波）とをそれぞれ
交互に同相に成る組み合わせで９０°で移相し合成する。第２の移相分離混合器３０は、
合成した信号波を第２の右旋円偏波として出力する。移相する位相量は、９０°に変えて
－９０°で移相した後に合成するようにしてもよい。
【００３４】
　本実施形態の第１の移相混合器４０は、１８０°コンバイナー（図中COMB）で構成され
ている。第１の移相混合器４０は、第１の移相分離混合器２０と第２の移相分離混合器３
０からそれぞれの左旋円偏波を受け付けて、移相合成する。この移相合成では、第１の移
相分離混合器２０と第２の移相分離混合器３０から受け付けた入力信号の一方を他方に逆
相に成る組み合わせで１８０°で移相した後に合成する。第１の移相混合器４０は、合成
した信号波を合成左旋円偏波として出力する。移相する位相量は、１８０°に変えて－１
８０°で移相した後に合成するようにしてもよい。図１では、第２の移相分離混合器３０
から受け付けた入力信号を移相する第１の移相混合器４０の構成を示している。
【００３５】
　本実施形態の第２の移相混合器５０は、１８０°コンバイナー（図中COMB）で構成され
ている。第２の移相混合器５０は、第１の移相分離混合器２０と第２の移相分離混合器３
０からそれぞれの右旋円偏波を受け付けて、移相合成する。この移相合成では、第１の移
相分離混合器２０と第２の移相分離混合器３０から受け付けた入力信号の一方を他方に同
相に成る組み合わせで１８０°で移相した後に合成する。第２の移相混合器５０は、合成
した信号波を合成右旋円偏波として出力する。移相する位相量は、１８０°に変えて－１
８０°で移相した後に合成するようにしてもよい。図１では、第１の移相分離混合器２０
から受け付けた入力信号を移相する第２の移相混合器５０の構成を示している。
【００３６】
　可変移相器６０は、第１の移相混合器４０の出力信号を受け付けて、予め制御端子から
受け付けた移相量で受け付けた出力信号を調整する。制御端子に入力する移相量は、フェ
ージング消去が最大になるように調整すればよい。この調整は、人為的に実施してもよい
し、分合波器１に移相量を調整する自動調整回路を設けて自動的に移相量を調整してもよ
い。また、後段回路のコンピュータが自動的に移相量を調整してもよい。可変移相器６０
は、調整した信号波を調整円偏波として出力する。なお、第１の移相混合器４０の出力信
号の調整に替えて、第２の移相混合器５０の出力信号の調整を行うように構成しても構わ
ない。
【００３７】
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　出力端７０は、可変移相器６０の出力信号と、可変移相器６０に入力していない他方の
第１の移相混合器４０または第２の移相混合器５０の出力信号をそれぞれ出力する。
【００３８】
　この出力信号は、後段に配置される回路網（必要に応じて配置された、合波器、復調器
、増幅器、信号処理部、情報処理部など）で使用される。
【００３９】
　本実施形態のアンテナ装置３の全体の動作を図１、図２、図３を用いて説明する。
【００４０】
　なお、図３は、４線式ヘリカルアンテナ２に到達する信号波の位相差を説明する説明図
である。この図中では、４線式ヘリカルアンテナ２の各アンテナエレメントを板状に引き
伸ばして図示している。
【００４１】
　図示するように、各アンテナ素子には、右旋円偏波／左旋円偏波がそれぞれ９０°ずつ
位相差を持った信号が入力される。１相のアンテナ素子を０°とした場合に、各RHCP（右
旋円偏波）信号は0deg, 90deg, 180deg, 270degの位相差があり、各LHCP（左旋円偏波）
信号は0deg, -90deg, -180deg, -270degの位相差がある。
【００４２】
　図２に示すように、人工衛星からの円偏波信号は衛星信号受信機８（アンテナ装置３，
４線式ヘリカルアンテナ２，４つのヘリカルアンテナ素子）で受け取られる。この時、衛
星からの円偏波信号はアンテナに直接入射するものと、地面に反射して４線式ヘリカルア
ンテナ２に入射する信号波が生じる。これら２信号波の干渉により、電波が弱くなったり
、強くなったりする。なお、衛星からの主信号をRHCP（右旋円偏波）とすると地上からの
反射波はLHCP（左旋円偏波）成分に変位することがある。
【００４３】
　アンテナ装置３は、まず ４線式ヘリカルアンテナ２で受けた各信号波を第１の移相分
離混合器２０と第２の移相分離混合器３０でそれぞれ２相ずつ分離移相合成する。次にア
ンテナ装置３は、第１の移相混合器４０と第２の移相混合器５０でそれぞれ合成右旋円偏
波成分と合成左旋円偏波成分を移相合成する。
【００４４】
　このような回路網に４相のアンテナ信号波を通過させると、第１の移相混合器４０と第
２の移相混合器５０の一方からはRHCP波の混合波、他方からはLHCP波の混合波が出力され
ることになる。
【００４５】
　この二つの混合波の一方を可変移相器６０で調整して、未調整の方の混合波と共に後段
回路４に出力する。
【００４６】
　この２つの混合波を用いることで、アンテナ装置３として、４線式ヘリカルアンテナ２
から実質的に有益な高信号レベルの信号を得ることが可能になる。換言すれば、マルチパ
ス信号の影響を受けにくい４線式ヘリカルアンテナ２のアンテナ装置３を得られる。
【００４７】
　このことで、衛星信号処理部７は、後段回路５で、必要に応じて増幅や減衰させた後に
アンテナ装置３から得た２つの混合波を合波する構成にすることで、精度の高い衛星信号
の取得や良好な情報処理を実現できる。
【００４８】
　以上説明したように、本発明を適用した分合波器およびアンテナ装置は、マルチパスの
影響を軽減する仕組みを提供できる。
【００４９】
　すなわち、本発明によれば、マルチパスの影響を軽減する４線式ヘリカルアンテナに接
続する分合波器、４線式ヘリカルアンテナのアンテナ装置を提供できる。
【００５０】
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　同じく、本発明によれば、４線式ヘリカルアンテナのフェージング消去方法を提供でき
る。
【００５１】
　また、本発明の具体的な構成は前述の実施の形態に限られるものではなく、この発明の
要旨を逸脱しない範囲の変更があってもこの発明に含まれる。
【００５２】
　また、上記の実施形態の一部又は全部は、以下のようにも記載されうる。尚、以下の付
記は本発明をなんら限定するものではない。　
［付記１］
　１相から４相を有する４線式ヘリカルアンテナの各相とそれぞれ接続して、１相から４
相の入力信号をそれぞれ受け付ける入力端と、
　前記入力端から前記１相の入力信号と前記２相の入力信号とを受けて、前記１相の入力
信号と前記２相の入力信号とをそれぞれ交互に同相に成る組み合わせで９０度又は－９０
度で移相した後に合成して、第１の左旋円偏波と第１の右旋円偏波とを出力する第１の移
相分離混合器と、
　前記入力端から前記３相の入力信号と前記４相の入力信号とを受けて、前記３相の入力
信号と前記４相の入力信号とをそれぞれ交互に同相に成る組み合わせで９０度又は－９０
度で移相した後に合成して、第３の左旋円偏波と第４の右旋円偏波とを出力する第２の移
相分離混合器と、
　前記第１の左旋円偏波と前記第２の左旋円偏波を受け付けて、前記第１の左旋円偏波ま
たは前記第２の左旋円偏波の一方を他方に逆相に成る組み合わせで１８０度又は－１８０
度で移相した後に合成して、合成左旋円偏波を出力する第１の移相混合器と、
　前記第１の右旋円偏波と前記第２の右旋円偏波を受け付けて、前記第１の右旋円偏波ま
たは前記第２の右旋円偏波の一方を他方に同相に成る組み合わせで１８０度又は－１８０
度で移相した後に合成して、合成右旋円偏波を出力する第２の移相混合器と、
　前記合成左旋円偏波及び前記合成右旋円偏波の一方を受け付けて、予め制御端子から受
け付けた移相量で調整して、調整した円偏波を出力する可変移相器と、
　前記調整した円偏波と、前記合成左旋円偏波及び前記合成右旋円偏波の他方とを出力す
る出力端と
を有することを特徴とする分合波器。
【００５３】
［付記２］
　前記調整した円偏波と、前記合成左旋円偏波及び前記合成右旋円偏波の他方とを合成す
る合波器を更に含むことを特徴とする上記付記記載の分合波器。
【００５４】
［付記３］
　前記第１の移相分離混合器および前記第２の移相分離混合器の各々はハイブリッドから
成ることを特徴とする上記付記記載の分合波器。
【００５５】
［付記４］
　前記第１の移相混合器および前記第２の移相混合器の各々は、コンバイナーから成るこ
とを特徴とする上記付記記載の分合波器。
【００５６】
［付記５］
　前記可変移相器に入力する移相量を該可変移相器の出力パワーが最大になるように調整
する自動調整回路を具備することを特徴とする上記付記記載の分合波器。
【００５７】
［付記６］
　上記付記記載に記載の分合波器と、前記分合波器の入力端に接続する４線式ヘリカルア
ンテナとを含むアンテナ装置。
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【００５８】
［付記７］
　上記付記記載のアンテナ装置と、このアンテナ装置から受信した衛星信号を使用する衛
星信号処理部を含む衛星信号受信機。
【００５９】
［付記８］
　前記可変移相器に入力する移相量を該可変移相器の出力パワーを最大に調整する衛星信
号処理部を具備することを特徴とする上記付記記載の衛星信号受信機。
【００６０】
［付記９］
　１相から４相を有する４線式ヘリカルアンテナの各相とそれぞれ接続した入力端から１
相から４相の入力信号をそれぞれ受け付け、
　前記入力端から前記１相の入力信号と前記２相の入力信号とを受けて、前記１相の入力
信号と前記２相の入力信号とをそれぞれ交互に同相に成る組み合わせで９０度又は－９０
度で移相した後に合成して、第１の左旋円偏波と第１の右旋円偏波とを出力し、
　前記入力端から前記３相の入力信号と前記４相の入力信号とを受けて、前記３相の入力
信号と前記４相の入力信号とをそれぞれ交互に同相に成る組み合わせで９０度又は－９０
度で移相した後に合成して、第３の左旋円偏波と第４の右旋円偏波とを出力し、
　前記第１の左旋円偏波と前記第２の左旋円偏波を受け付けて、前記第１の左旋円偏波ま
たは前記第２の左旋円偏波の一方を他方に逆相に成る組み合わせで１８０度又は－１８０
度で移相した後に合成して、合成左旋円偏波を出力し、
　前記第１の右旋円偏波と前記第２の右旋円偏波を受け付けて、前記第１の右旋円偏波ま
たは前記第２の右旋円偏波の一方を他方に同相に成る組み合わせで１８０度又は－１８０
度で移相した後に合成して、合成右旋円偏波を出力し、
　前記合成左旋円偏波及び前記合成右旋円偏波の一方を受け付けて、予め制御端子から受
け付けた移相量で調整して、調整した円偏波を出力し、
　前記調整した円偏波と、前記合成左旋円偏波及び前記合成右旋円偏波の他方を出力端か
らそれぞれ出力する
分合波器によるフェージング消去方法。
【００６１】
［付記１０］
　前記調整した円偏波と、前記合成左旋円偏波及び前記合成右旋円偏波の他方とを合波器
で合成することを特徴とする上記付記記載のフェージング消去方法。
【００６２】
　本発明は、例えば通信衛星や観測衛星などとのテレメトリやコマンド送信に有益な衛星
信号受信機（アンテナ装置部分）に用いることができる。また、衛星通信以外にも４線式
ヘリカルアンテナを用いた通信を行う機器に使用できる。
【００６３】
　この出願は、２０１５年８月７日に出願された日本出願特願２０１５－１５６７４９号
を基礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。
【符号の説明】
【００６４】
１　　分合波器
２　　４線式ヘリカルアンテナ
３　　アンテナ装置
４　　後段回路
５　　プロセッサ
６　　メモリー／ストレージ
７　　衛星信号処理部
８　　衛星信号受信機
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１０　入力端
２０　第１の移相分離混合器
３０　第２の移相分離混合器
４０　第１の移相混合器
５０　第２の移相混合器
６０　可変移相器
７０　出力端
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